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東
三
河
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
２
が
い
よ
い
よ
幕
を
開
け
ま

す
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
大
き
な

特
色
は
、
企
画
か
ら
公
演
、
個
別
の
運

営
に
至
る
ま
で
、
地
元
の
演
劇
関
係
者

有
志
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
じ

か
に
行
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
こ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
演
劇
集
団
が
集
ま
る
だ
け

で
な
く
、
ふ
る
さ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ち
を
演
劇
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、
こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
作
り
上
げ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

企
画
作
品
と
し
て
上
演
さ
れ
る
豊
川

海
軍
工
廠
を
題
材
と
し
た
演
劇
は
、
出

演
者
を
一
般
の
市
民
か
ら
公
募
し
、
市

民
自
ら
が
演
じ
る
舞
台
を
届
け
ま
す
。

地
域
と
深
い
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
演

劇
の
文
化
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
三
カ
月
を
超
え
る
長
期
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
出
演
す
る
劇
団

は
、
全
部
で
十
五
団
体
を
数
え
ま
す
。

東
三
河
に
ゆ
か
り
の
あ
る
劇
団
が
一
堂

に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
舞
台

を
披
露
す
る
予
定
で
す
。
演
劇
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
朗
読
劇
や
語
り
、
大
人

の
た
め
の
人
形
劇
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
も
あ
り
、
よ
り
多
角
的
に
舞
台
の

面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。　
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1 稽古場に響く歌。観客の
心に届くように、精一杯
歌う。

2 たいせつな家族とのシー
ンを何度も演じる。

　

今
か
ら
お
よ
そ
七
十
年
前
、
市
の
中

心
部
、
現
在
の
市
役
所
庁
舎
の
北
側
に

は
、
東
洋
一
と
う
た
わ
れ
た
巨
大
な
兵

器
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。
市
の
誕
生
や

発
展
に
深
く
関
わ
っ
た
こ
の
海
軍
工
廠

は
、
終
戦
間
際
の
昭
和
二
十
年
八
月
七

日
、
米
軍
機
に
よ
る
空
襲
の
標
的
と
な

り
、
壊
滅
し
ま
す
。

　

当
時
、
海
軍
工
廠
で
は
全
国
各
地
か

ら
動
員
さ
れ
た
多
く
の
学
徒
や
徴
用
工

員
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
無
職

や
不
在
学
の
女
性
も
徴
用
の
対
象
と
な

り
、「
女
子
挺
身
隊
」が
結
成
さ
れ
ま
す
。

戦
況
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
海
軍
工
廠

の
生
産
を
支
え
た
人
の
多
く
は
、
そ
う

し
て
集
め
ら
れ
た
女
性
た
ち
で
し
た
。

　

東
三
河
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画

作
品
「
豊
川
女
子
挺
身
隊
」
で
は
、
空

襲
警
報
に
お
び
え
な
が
ら
、
兵
器
の
生

産
に
明
け
暮
れ
た
八
人
の
女
子
挺
身
隊

員
の
青
春
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。
彼
女
た

ち
は
、
友
達
や
家
族
と
愛
情
を
育
み
、

ぶ
つ
か
り
合
い
、
別
れ
も
経
験
し
な
が

ら
も
ひ
た
む
き
に
生
き
て
い
き
ま
す
。

　
「
豊
川
女
子
挺
身
隊
」
は
、
地
元
出

身
の
学
生
を
は
じ
め
、
公
募
で
集
ま
っ

た
二
十
五
人
が
、
戦
争
の
時
代
を
生
き

　私が演じる加藤貞子という役は、女性としてのごく普通
の幸せを願っていたのだと思います。しかし、戦争の時代
に生きた女性は、本当の気持ちもなかなか口に出せなかっ
たはずです。今の時代との違いを感じ、演じにくいと思った
こともあります。貞子とのギャップを埋めるために、当時の
人の話を聞いたりして、彼女の思いを手繰り寄せています。
　実は、私もこの演劇と出会うまでは豊川海軍工廠のこと
を知りませんでした。この演劇を通して、一人でも多くの若
い人たちに豊川に残る戦争の歴史を知ってもらいたいと思
います。

た
人
々
の
葛
藤
や
夢
、
そ
し
て
前
向
き

に
生
き
る
姿
を
力
強
く
演
じ
ま
す
。

　

今
年
の
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
稽
古

は
、本
番
ま
で
毎
週
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

素
人
だ
っ
た
彼
女
ら
は
、
発
声
練
習
か

ら
は
じ
め
、
数
カ
月
も
の
間
、
土
台
づ

く
り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

豊
川
の
歴
史
を
市
民
自
ら
が
演
じ
、

豊
川
ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
舞
台
を
届
け

ま
す
。
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　私の父親も、かつての豊川海軍
工廠で働いており、毎年８月７日に
行われる平和祈念式典にも出席して
いました。私は、一昨年の夏に豊川
市を訪れたとき、工廠の歴史のこと
をより深く知りました。そして、戦争
体験者の話を聞き、もっと多くの人
にこの事実を伝えるべきだと感じまし
た。自分にできることは何かを考え
たとき、この歴史と反戦の意味を演
劇という方法で人々の心に残るように
伝えようと思いました。
　苦しい時代のさなかでも、人は生
きている限り楽しみを探したり、将
来に希望を持ちながら暮していたは
ずです。この演劇では戦死者を追悼
するだけでなく、「戦火の中、彼女た
ちが生きていた」ということを表現し
たい思っています。

愛知県岡崎市生まれ・豊橋南高校出
身。俳優、脚本・演出家。東海地方を中
心に、舞台・テレビ・ラジオドラマなど
で活躍。

34 昨年、客席を埋めた市民や演劇フ
ァンが見守る中、「残された夏へ」
の２日間の公演は全て満席という
結果を残した。

56 爆撃を受けた直後の海軍工廠の
惨状と、現在の跡地。戦争の痛々
しい爪痕が今も残る。

7 戦争の体験者、石原千代子さん
の話を聞き、演劇の参考にする出
演者たち。当時の様子を真剣に聞
く。

5

　また、その反面で人が死ぬとはど
ういうことかを問いたい。８月７日、
あっという間に友情や愛情、家族の
温かみが失われたということは、忘れ
てはならないことです。
　メンバーは素人なので、うまくいか
ないシーンもあります。指導をしなが
ら台本を何度も書き直し、限られた
時間の中で稽古を続けています。大
変ですが、彼女たちが演じることに
意味があります。これをやることによ
り、若い世代たちも戦争を知ってくれ
ます。
　彼女たちは空襲の体験者の話も聞
き、気持ちを込めて芝居を作り上げ
ていきます。そして、風化させてはい
けない豊川の歴史を演劇という「文
化」に変えて、新しい世代にも伝え
ていきたいです。
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東
三
河
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

地
域
の
新
し
い
創
造
と
、
そ
の
担
い
手

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

十
月
に
上
演
さ
れ
る
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の

出
演
者
は
、
全
員
が
公
募
で
集
ま
っ
た

市
民
で
す
。
地
元
の
合
唱
団
も
加
わ

り
、
総
勢
百
五
十
人
が
舞
台
へ
上
が
り

ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
新

し
い
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
い
う
新
し
い
取
り
組

み
、
そ
し
て
地
元
で
活
動
す
る
劇
団
や

高
校
演
劇
な
ど
が
集
ま
る
こ
と
で
、
新

し
い
地
域
の
文
化
を
創
り
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。　

　

他
の
都
市
で
活
躍
し
て
い
る
劇
団
な

ど
を
呼
び
、
公
演
し
て
も
ら
う
こ
と
も

文
化
振
興
の
一
つ
。
た
だ
、
こ
の
地
域

な
ら
で
は
の
文
化
を
創
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。地
域
の
独
自
性
を
高
め
、

地
域
内
外

に
発
信
・

表
現
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
地

域
の
活
性

化
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　私は、今回の演劇フェスティバルで、市
民ミュージカル「ロミオとジュリエット」の演
出と振り付けを担当しています。
　演劇の良さは、「生のエネルギー」を感じ
られること。演劇を観た人、また舞台に上
がった人は、きっと心に感動の体験を刻む
ことができるはずです。
　自分が子どもだった頃に、このような機
会があったらうれしかっただろうと思います。

だからこそ、この地域の子どもたちを演劇
の文化に触れさせてあげたいですし、感受
性を育んでほしいと思います。
　この市民ミュージカルも、一度きりではな
く、継続していきたいです。そして、多くの
人がもっと身近なところで良い文化を吸収
できるようにしたい。そのために私たちが
種をまき、花を咲かせていきたいと思ってい
ます。

　東三河演劇フェスティバルを立ち上げ、
地元の人と関わっていく中で、演劇にとって
地域性が重要な要素で、表現の武器になる
ことに気付きました。各地で人気の台本を
上手に上演したら、きっと感動を呼ぶでしょ
う。しかし、地元のことをテーマにして地元
の劇団が演じているからこそ身近に感じら
れ、観ている人と共有できる部分が増える
のだと思います。

　また、演劇の良いところは、小規模の人
たちと同じ空間を共有できること。観客同
士も一体感が生まれます。
　演劇は「文化」の中の一部分に過ぎない
のかもしれません。しかし、地域へのこだ
わりが多くの人々の共感を生み、つながりを
つくるのだと実感しました。そして、このつ
ながりは演劇という文化だからこそつくれた
のだと思います。
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「
文
化
」
と
は
、
人
の
生

死
に
直
接
関
係
は
な
い
け
れ

ど
、
生
き
て
い
く
上
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
た
い
せ
つ
な

も
の
。
そ
し
て
、
人
に
感
動

や
明
日
へ
の
活
力
を
与
え
て

く
れ
た
り
す
る
も
の
。
そ
れ

を
い
か
に
切
り
捨
て
ず
に
い

ら
れ
る
か
を
考
え
た
と
き
、

市
民
の
力
は
欠
か
せ
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

三
年
前
、
演
劇
を
や
り
た

い
人
々
が
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
行
政
だ
け

で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
、
市
民
と
手
を
携
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
東
三
河
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
形

で
実
を
結
び
ま
し
た
。

　

今
年
で
旗
揚
げ
か
ら
三

年
。
去
年
ま
で
を
「
走
り
続

け
て
き
た
二
年
」と
す
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
は
「
成
熟
に
向
か

う
年
」
と
言
え
る
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た

め
に
乗
り
越
え
な
い
と
い
け

な
い
課
題
も
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら

に
多
く
の
市
民
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
に
運
営
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
市
民
と
行
政
が
、
手
を

携
え
て
い
く
姿
勢
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
カ
ギ
と
な
り
ま

す
。
決
し
て
強
制
や
役
割
分

担
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

力
を
合
わ
せ
て
事
業
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ

な
の
で
す
。

　

形
の
あ
る
も
の
だ
け
が

「
文
化
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
回
目
を
迎
え
る
東
三
河

演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
市

民
と
よ
り
深
く
関
わ
り
な
が

ら
、
豊
川
市
が
誇
れ
る
地
域

独
自
の
「
文
化
」
の
一
つ
と

し
て
花
開
き
、
確
か
な
成
長

を
遂
げ
よ
う
と
て
い
ま
す
。

　

文
化
や
芸
術
に
は
、
人
が

生
き
る
意
欲
や
希
望
を
創
り

出
す
力
が
あ
り
、
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
感
受
性
を
育
み

未
来
を
広
げ
る
力
も
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち

は
そ
れ
の
持
つ
力
を
享
受
す

る
こ
と
で
、
心
豊
か
に
暮
ら

す
術
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

演
劇
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
市
民
一
人
一
人
が
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
や
芸
術
を
身
近

に
感
じ
、
こ
の
ま
ち
で
さ
ら

に
新
し
い
文
化
が
花
開
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

日
時
・
会
場　

８
月
12
日
（
日
）

午
後
３
時
開
演
＝
御
津
文
化
会

館
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ホ
ー
ル
）
▽

９
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

の
午
前
11
時
開
演
と
午
後
３
時

開
演
＝
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
▼

入
場
料　

一
般
＝
２
千
５
０
０

円（
当
日
券
は
２
千
８
０
０
円
）

▽
高
校
生
以
下
＝
１
千
５
０
０

円
（
当
日
券
は
１
千
８
０
０

円
）
▼
前
売
券　

御
津
文
化
会

館
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

音
羽
文
化
ホ
ー
ル
、
小
坂
井
文

化
会
館
で
発
売
中
▼
問
合
せ
先

　
「
豊
川
女
子
挺
身
隊
」
を
上

演
す
る
会
（
金
沢
）
☎
０
９
０

－

１
２
７
３

－

１
５
７
９

日
時　

10
月
６
日
（
土
）
午

後
６
時
30
分
開
演
・
７
日

（
日
）
午
後
２
時
開
演
▼
会
場

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
▼
入

場
料　

２
千
円
（
当
日
券
は

２
千
５
０
０
円
）
▼
前
売
券　

文
化
会
館
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
な
ど
で
発
売
中
▼
問
合
せ

先　

東
三
河
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
☎
０
８
０

－

４
３
０
２

－

０
５
４
９

◉
豊
川
女
子
挺
身
隊

︱
春
、花
の
は
な
や
ぐ
ご
と
︱

◉
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」


